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基本的な考え方 

 

 

１． 一人ひとりの意見や願いが、よく反映されること。 

 

 

２． 会員の所属する学級が活動の基盤になること。 

 

 

３． 子どもたちに還元できること。 

 

 

４． わが子の在学する６年間に、「できる人が、できる時に、できること

を行う」コミュニティとして、会員一人ひとりによって支えられる、

新木小学校ＰＴＡであること。 
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第１章  総  則 

（名称・事務局） 

第１条 本会は、新木小学校ＰＴＡと称し、事務局を校内におく。 

 

（目的） 

第２条 本会は、親と教師が協力して児童の幸せを願い、健やかな成長・発達を目指して活動するととも

に、会員相互の親睦と資質の向上を目的とする。 

 

（会員） 

第３条 本会の会員は、本校に在籍する児童の父母、またはこれに代わる者および教職員とする。 

 

（活動） 

第４条 本会は、第２条の目的達成のため、次の活動を行う。 

 一 教育の理解と協力に関する活動 

 二 児童の校外における生活の指導 

 三 地域における教育環境の整備をはかる活動 

 四 その他、本会の目的達成に必要な活動 

 

（方針） 

第５条 本会は、次の方針に基づいて活動する。 

 一 児童の健全育成を本旨とする自主独立の団体として活動し、児童の教育および福祉のために活動す

る他の団体及び機関と協力する。 

二 特定の政党や宗教に偏ることなく、また、営利を目的とする行為は行わない。 

 三 教職員の人事に干渉しない。 

 

第２章  総務役員、会計監査、顧問および少年指導員 

（総務役員・会計監査・顧問） 

第６条 本会に次の総務役員をおき、総務会を構成する。 

 一 会  長（１名） 

 二 副会長（３名） 

 三 書  記（３名） 

 四 会  計（２名） 

２ 本会に会計監査（２名）をおく。 

３ 本会に顧問（１名）をおくことができる。 

４ 会長以外の役員については、必要に応じて人数を増減できる。 

 

（兼任の禁止） 

第７条 総務役員は、原則として他の役職を兼ねることはできない。ただし、非常事態等により、総務会以

外の委員会が組織できない場合、他の役職を兼任することができるものとする。なお、その場合は、会員

への通知または報告を必ず行うものとする。 
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（総務役員・会計監査・顧問の任期） 

第８条 各職における役員の任期は１年とし、再任は妨げない。ただし、欠員を生じた場合は、必要に応じ

て運営委員会で選出し、その任期は前任者の残任期間とする。 

 

（総務役員・会計監査・顧問の任務） 

第９条 総務役員は、次の任務を行う。 

 一 会長は、本会を代表し、総会および運営委員会の決定に基づいて会務を総括する。 

二 副会長は、会長を補佐し、会長に事故ある時は、その職務を代行する。なお、職務代行者の順位につ

いては、あらかじめ総務会において定めた順序によるものとする。 

 三 書記は、本会の活動を記録し、事務を担当する。 

 四 会計は、本会の会計を掌り、会計を担当する。 

２ 会計監査・顧問は、次の任務を行う。 

一 会計監査は、本会の会計を監査し、総会において報告する。 

二 顧問は、総務役員を補佐し、ＰＴＡ諸活動の円滑な運営に助力する。 

 

（少年指導員） 

第１０条 本会に少年指導員（１名）をおく。 

２ 少年指導員の任期は２年間とし、再任は妨げない。ただし、欠員を生じた場合は、必要に応じて運営委

員会で協議のうえ選出し、その任期は、前任者の残任期間とする。 

３ 少年指導員は、本会の代表として我孫子市教育委員会より委嘱を受け、我孫子市少年指導員の活動に

参加するとともに、安全委員会と連携し、会員および児童の防犯や安全に関する意識向上に努める。 

 

（総務役員・会計監査・顧問・少年指導員の選出） 

第１１条 総務役員、会計監査、顧問および少年指導員の選出については、別途細則で定める。 

 

第３章  組  織 

（組織） 

第１２条 本会に、総会、総務会、運営委員会、文化・広報委員会、安全委員会、ふれあい広場実行委員会お

よび選考委員会をおく。 

＜組織図＞ 
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第４章  会  議 

（総会） 

第１３条 総会は、最高議決機関であり、会長が招集する。 

２ 総会は、定期総会および臨時総会とする。 

 一 定期総会は、４月または５月に開催する。 

 二 臨時総会は、運営委員会が必要と認めたとき、または、会員の２分の１（委任状も含む）以上が要求し

たときに開催する。 

  ア 大規模災害や感染症対策など非常事態または緊急事態（以下、「非常事態等」という。）により、運営

委員会が招集できない場合は、総務会が必要と認めたときに開催する。 

 三 総会の形式は、対面総会で行うものとする。 

  ア 非常事態等により、対面総会を開催することができないと総務会が判断した場合、書面または電磁

的方法を用いて表決することができるものとし、会員に対して事前に通知する。 

３ 総会は、以下の議事を執り行う。 

 一 前年度活動報告および決算の承認 

 二 新年度活動計画および予算の承認 

 三 会則の改正 

 四 新年度総務役員の承認 

 五 その他必要な事項の審議および議決 

４ 総会は、会員の２分の１以上の出席（委任状も含む）をもって成立する。 

５ 総会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。なお、書

面または電磁的方法を用いて表決する場合は、会員の２分の１以上の同意（議決権行使書の提出）をもっ

て成立し、議事はその過半数をもって決する。 

６ 総会招集通知および議事の周知は、書面または電磁的方法により会員に対して事前に行う。 

 

（委員会） 

第１４条 総務会は、会長・副会長・書記・会計をもって構成し、会の運営にあたる。 

２ 顧問は、総務会の要求に応じて、相談役として出席することができる。 

３ 運営委員会は、総会に次ぐ議決機関であり、総務会、文化・広報委員会の正副委員長、安全委員会の正

副委員長および、ふれあい広場実行委員会の正副委員長により構成し、総会の決定に基づいて、それぞれ

の活動を執行するとともに、各委員会の調整をはかる。 

 一 運営委員会は、会長が招集する。 

 二 構成員の２分の１以上の出席がなければ、その議事を開き議決することができない。 

 三 議事は、出席者の過半数をもって決する。 

 

四 非常事態等により、運営委員会が招集できない場合は、総務会を総会に次ぐ議決機関とする。 

 五 会長は、運営委員会の構成員以外であっても、議事を進める上で必要と判断した関係者を参加させ

ることができる。ただし、当該関係者は議決権を持たない。 

４ 選考委員会は、各委員会より選出された代表者１名と、教職員１名で構成する。 

 一 選考委員の氏名は、全会員に公表する。 

 二 選考委員会は、総務役員、会計監査および少年指導員を選出する。 

 三 互選により委員長と副委員長を選出する。 
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 四 相談役として総務会より代表者が出席する。 

 五 選考委員の任期は、委員会の発足にはじまり、総会における総務役員の承認をもって終わる。 

六 非常事態等により、選考委員会が組織できない場合は、総務会がその任を代理し、会員に通知する。 

５ 文化・広報委員会は、各クラス１名ずつ選出された委員をもって構成する。 

 一 文化・広報活動を通じ、会員相互の理解と親睦をはかる。 

 二 必要に応じ、ふれあい広場に参加協力する。 

 三 正副委員長を選び運営委員とし、他１名は選考委員を兼ねる。 

６ 安全委員会は、有志によって選出された委員をもって構成し、以下の活動を行う。 

 一 安全委員会は、以下の活動を行う。 

  ア 児童の校外における健全育成、地域相互の親睦交流 

  イ 教育環境の整備等 

  ウ 安全パトロール活動 

  エ ふれあい広場への参加協力 

 二 正副委員長を選び運営委員とし、他１名は選考委員を兼ねる。 

７ ふれあい広場実行委員会は、有志によって選出された委員をもって構成する。 

 一 ふれあい広場等の活動を通じ、教育環境の向上をはかる。 

 二 正副委員長を選び運営委員とし、他１名は選考委員を兼ねる。 

８ 係として、ふれあい広場係をおく。 

 

第５章  会  計 

（経費） 

第１５条 本会の経費は、会費その他の収入をもってあてる。 

 

（会費） 

第１６条 本会の会費は、教職員および会員１世帯あたり１学期につき１，０００円とする。 

また、途中入会/退会の場合についても同様に、会員１世帯あたり１学期につき１，０００円とする。 

 

（支出・決算の承認） 

第１７条 本会の支出は、総会において承認された予算に基づいて行う。 

２ 本会の決算は、会計監査を経て総会に報告され承認を求めなければならない。 

 

（会計年度） 

第１８条 本会の会計年度は、４月１日に始まり翌年３月３１日をもって終わる。 
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第６章  細  則 

（細則の規定） 

第１９条 本会の運営に関して必要な事項は細則で定める。 

２ 細則は、会則に反しない限りにおいて、運営委員会の出席者の過半数をもって定める。 

３ 非常事態等により運営委員会が組織または開催できない場合は、総務会の全会一致の合意をもって定

めるものとし、当該議決内容を会員に通知する。 

第７章  改  正 

（会則の改正） 

第２０条 会則の改正は、総会において出席者の過半数の賛成を必要とする。 

 

第８章  個人情報取扱いに関する規程 

第２１条（個人情報の取扱い） 

 本会の活動を推進するために必要とされる個人情報の取得・利用・管理等については 「個人情報取扱規

則」を定め、適正に運用するものとする。 

 

附  則 

この会則は、令和２年６月１８日より施行する（一部改正）。 

この会則は、令和３年４月２６日より施行する（令和３年度、一部改正）。 

この会則は、令和６年４月１７日より施行する（令和６年度、一部改正）。 

 

改正履歴 

日付 改正内容 

‘－ 初版作成 

R2.6.18 ●全体：一部改正 

R3.4.26 ●全体：一部改正 

R6.4.17 ●1頁：基本的な考え方の 4を改正（斜線部分を削除し、赤字部分を追記） 

４．わが子の在学する６年間に、誰もが一度以上は委員となり「できる人が、できる時に、でき

ることを行う」コミュニティとして、会員一人ひとりによって支えられる、新木小学校ＰＴＡであ

ること。 

●全体：「PTA組織改革委員」の廃止に伴い、組織図、会則全体から削除 

●全体：「地区委員会」 → 「安全委員会」に改名 

●5頁：委員の選出定義を「義務的なもの」から「有志によるもの」に改正 

●5頁：会費について、途中入会/退会の場合についての補足を追記 

 


